
 

 

漁業をめぐる動き 

・環境と開発に関する国際会議(1992）による持続可能な開発の決定 

・生物多様性条約(1993)による生物多様性の保全 

・環境基本法(1993)・環境影響評価法(1997)による環境の保全と環境アセスメントの必要性 

・国連海洋法条約(1994)による排他的経済水域と海洋資源・海洋環境の管理義務 

・水産基本法(2001)・水産基本計画(2022)による基本的な方向性と自給率の向上 

・食品安全基本法(2003)による安全・安心な食品の確保が不可欠 

・日本学術会議答申(2004)による水産業の多面的機能の維持 

・漁業影響調査指針(2005)の公表 

・パリ協定による気候変動問題に関する国際的な枠組みの採択(2015) 

・海洋再生エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用促進に関する法律(2018) 

・漁業影響評価指針(2023)の公表 

・海洋再生エネルギー発電設備の整備に関する法律(2025) 

 

沿岸・沖合漁業の重要性 

・安全・安心な水産物の安定供給/水産資源の持続的利用の維持および安全性の確保 

・水産資源の依存する生態系およびその機能の保全/伝統的な文化とめぐみ豊かな水産資源の継承 
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沿岸における漁業と開発事業との共生を目指して 

 

漁業影響評価指針の概要 

 



I. 総論 

1. 評価指針の必要性 

2. 評価指針の基本的な考え方 

1) 評価の考え方 

2) 漁業影響検討委員会の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁業影響調査の流れ 

 

3) 漁業影響調査の対象となる開発事業 

4) 開発事業によるインパクトの考え方 

5) 現況調査 

6) 調査対象海域の設定 

7) 現況調査の期間 

8) 評価対象種の選定 

事前調査が必要な場合

調査対象海域の設定

評価対象種の想定

漁場環境の現況再現と再現性の検証

解析・考察

現況調査の計画

現況調査

期間・項目・方法の決定

データの管理

データの一元化

データの検証

図 化

数値シミュレーション

評価対象種・項目の選定

評価の確定 漁業影響モニタリング調査

インパクトの

入力
漁場環境の変化を予測

評価対象種の生態学的知見および定量化手法に基づいた変化量の算出

評価対象種への影響を評価（影響は現況と予測の差）

開発事業によるインパクト

漁業影響検討委員会

漁業影響検討委員会による科学的評価



9) 数値シミュレーション 

10) 漁業影響モニタリング調査 

3. 漁業影響調査の構成と流れ 

 

Ⅱ. 現況調査 

1. 現況調査の考え方と構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況調査の構成 

 

2. 現況調査の基本 

1) 漁業実態調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁業実態調査の構成 

 

2) 水産生物生態等調査 

3) 漁場環境調査 

4) その他(資料収集、リモセンの活用、生理実験、データの品質と管理) 

 

Ⅲ. 評価 

1. 数値シミュレーションの活用と評価までの流れ 

漁業実態調査

漁場環境調査 水産生物生態等調査

漁業・養殖業の実態を把握

物理環境や水・底質環境等の把握 水産生物の生活史段階ごとの水域利用、
餌料生物、食害・競合生物等の把握

現況調査

標本船調査 試験操業調査 聞き取り調査

漁業 実態調査

日々の状況を把握

【漁船漁業】
漁獲場所
魚種別の漁獲量

【養殖業】
収穫量
病障害の発生状況

調査地点において、一定の努力量で
水産生物の分布量を定量的に把握

標本船調査の情報を補足

漁業影響検討委員会による科学的評価

標本船調査 試験操業調査 聞き取り調査

漁業 実態調査

日々の状況を把握

【漁船漁業】
漁獲場所
魚種別の漁獲量

【養殖業】
収穫量
病障害の発生状況

調査地点において、一定の努力量で
水産生物の分布量を定量的に把握

標本船調査の情報を補足

漁業影響検討委員会による科学的評価

標本船調査 試験操業調査 聞き取り調査

漁業 実態調査

日々の状況を把握

【漁船漁業】
漁獲場所
魚種別の漁獲量

【養殖業】
収穫量
病障害の発生状況

調査地点において、一定の努力量で
水産生物の分布量を定量的に把握

標本船調査の情報を補足

漁業影響検討委員会による科学的評価



2. 数値シミュレーションの役割 

3. 数値シミュレーションの種類と実績 

1) 物理環境シミュレーション 

2) 水質生態系シミュレーション 

3) その他のシミュレーション(漂流、稚貝移動、護岸・浅場生態系) 

4. 評価対象種と評価項目の選定 

5. 定量化手法の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の流れ 

 

Ⅳ. 漁業影響モニタリング調査 

1.  漁業影響モニタリング調査の目的・意義 

2.  各種モニタリングの考え方(工事中、工事後、延伸漁業影響モニタリング調査) 

(2026.8) 

漁業実態調査 水産生物生態等調査

調査結果の整理

評価対象種と項目の選定

漁場環境調査

現況調査

調査結果の解析・考察

インパクトの入力
漁場環境の
現況再現

評価対象種の生態学的知見および定量化手法に基づいた変化量の算出

対象種への影響を評価（影響は現況と予測の差、評価は影響を総合的に整理）

定期調査 境界域調査

数値シミュレーション

計算格子・入力条件の設定等

現況調査（漁場環境調査）

物理環境シミュレーション 水質生態系シミュレーション

入力

定期調査

連続調査

現況調査
（漁場環境調査）検証

漁場環境の変化を予測

想定

考察

更新

開発事業によるインパクト

漁業影響検討委員会による科学的評価


